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１１  計計画画のの背背景景  

 

 

（１） 国の動向 

 

国は、平成１３年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を定めました。

この法律の第２条（基本理念）には、「すべての子どもがあらゆる機会とあらゆ

る場所において自主的に読書活動ができるよう、積極的にそのための環境の整

備が推進されなければならない。」とあります。また、地方公共団体の責務とし

て、「計画の策定に努めなければならない。」と明記しているとともに、４月２

３日を「子ども読書の日」とすることにより、「子どもの読書活動の推進に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資する」

ことを目的にしています。 

そして、平成１４年には、国の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画」が策定され、現在は、平成３０年に策定された第４次計画となっていま

す。この第４次計画には、「第３次計画期間中においては、子どもの読書活動に

関連する法制上の整備がなされ、様々な取り組みが行われてきました。一方、

依然として読書習慣の形成が十分でないなどの課題があるほか、情報通信手段

の普及・多様化等、子どもの読書活動を取り巻く環境の変化も見られる」と記

載されています。 

 

 

（２） 県の動向 

 

山形県では、国の「子どもの読書活動の推進に関する法律」を基本とし、平

成１６年に策定された「第５次山形県教育振興計画」に示す「本が大好きな子

どもの育成」を目指して、平成１８年に「山形県子ども読書活動推進計画」を

策定しました。計画では、県内における子どもの読書活動を推進するため、家

庭や地域、学校、公立図書館などにおいて、期待される活動や取り組むべき方

第１章   計画の策定にあたって 
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向性を示しています。 

その後、国の第２次計画と「第５次山形県教育振興計画」の後期プランに示

されている「『生きる力』をはぐくむ読書活動の推進」に資するため、平成２４

年に第２次計画を策定し、具体的取り組みを推進してきました。現在は、平成

２７年に策定された「第６次山形県教育振興計画」を基本とし、第２次計画に

おける成果と課題を踏まえた第３次計画を平成２９年に策定し、学校、家庭、

地域の連携・協働のもと今後期待される活動や具体的な取り組みを示すととも

に、資料として具体的な取り組み事例を掲載しています。 

 

 

（３） 社会情勢 

 

毎日新聞社・社団法人全国学校図書館協議会の「学校読書調査」によれば、

小学校から高等学校までの児童・生徒の９割前後が「本を読むことは大切であ

る」と認識しています。それにもかかわらず、本を１か月間に１冊も本を読ま

なかった児童・生徒の割合は、小学校から中学校、高等学校と進むにつれて高

くなっております。さらに、文化庁の「国語に関する世論調査」では、子ども

ばかりではなく全年代にわたって、ある程度の割合で「まったく本を読まない」

人が存在するという結果が出ています。このことは、子どものみならず大人に

も「読書離れ」の傾向が認められることを示しています。 

また近年は、情報通信手段が普及し多様化していることが、子どもの読書活

動にも少なからず影響しています。高校生だけでなく中学生や小学生であって

もパソコンやスマートフォンの所持率が増加傾向にあり、それによる通信ゲー

ムや SNS 等のネット利用が増加し、子どもたちの減少傾向にある余暇時間から、

それらの利用に割かれる割合が増えています。その傾向は、子どもを取り巻く

大人社会でも一層顕著であるといえます。 

大人の読書活動の調査は難しいものがありますが、子どもの周りから読書を

する大人の姿が減っていることが、子どもの読書習慣の形成に影響を与えてい

ることのひとつと考えられます。 

 

 

（４） 鶴岡市の動向 

 

国や県の動向を踏まえ、鶴岡市では、読書が育む力に対する意義を共有し、

全ての子どもが、いつでもどこでも読書に親しめるような環境を整えるため、

平成２７年に「鶴岡市子ども読書活動推進計画」を策定しました。その後、推
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進計画に掲げた具体的な取り組みのもと、それぞれの立場で様々な事業を実施

し、計画の推進のために取り組んでまいりました。 

第１次計画の期間終了を迎え、計画の進捗状況や成果と課題を検証し、今後

も本市の子どもの読書活動を推進していくために、「第２次鶴岡市子ども読書活

動推進計画」を策定するものです。 

 

 

 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

（平成１３年１２月施行） 

 

第９条第２項 「市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策につい

ての計画を策定するよう努めなければならない。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

国 
第１次計画 

平成１４年策定 

第２次計画 

平成２０年策定 

第３次計画 

平成２５年策定 

第４次計画 

平成３０年策定 

県 
第１次計画 

平成１８年策定 

第２次計画 

平成２４年策定 

第３次計画 

平成２９年策定 

第２次計画 

令和２年策定 

第１次計画 

平成２７年策定 
市 
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２ 第１次計画の成果・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）社会全体の連携・協力について 

 

 

 

子どもに関わる各施設では、様々な読書活動推進事業を行っており、それら 

の事業について、情報共有が図られてきています。具体的には、保育園・幼稚園、

学校では、保護者に配布するおたよりで、読書活動推進事業の周知を実施してお

り、市立図書館では、事業の周知チラシを各施設へ配布することはもとより、児

童館便りを図書館内に掲示して、児童館が行う事業の周知も図るなどして、情報

を発信しています。 

また、市立図書館本館に「読書活動告知板」のスペースを設け、市の事業だけ

でなく民間団体が実施する読書に関わるイベントの告知等にも活用されていま

す。 

 

 

 

◆市立図書館本館・分館・移動図書館の連携 

 市立図書館では、本館・分館が図書館システムの運用と本の物流システムを確

立することで連携した運営を行っており、どの図書館でも図書の貸出返却ができ

ます。また、各図書館から遠い地域に対しては、自動車文庫（移動図書館）を運

行して利用者の利便性を図っており、その開設場所としては、地域の公民館や企

業だけでなく、学校、保育園、児童館への巡回も行っており、子どもの利用が増

加しています。 

 

第 1次計画 基本方針 

（１）社会全体の連携・協力 

（２）子どもが読書に親しむ機会の提供と環境の整備・充実 

（３）子どもの読書活動に対する普及・啓発 

 

 

情報共有 

連携・協力した事業 
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◆学校図書館と市立図書館の連携 

市立図書館から学校図書館への支援員の派遣や市立図書館での市内小学校図

書主任会の開催により、学校図書館と市立図書館の連携強化が図られています。 

図書資料の充実という点では、市立図書館では、学校図書館でも活用できる 

ような、様々なニーズに応えた図書資料の整備に努めており、市立図書館の本

館・分館から学校への団体貸出も行われております。また、団体貸出用図書の充

実に努めており、団体貸出の利用が増加しています。 

学校図書館職員の研修についても、学校と行政が連携して研修機会の充実に 

取り組んでおり、資質向上につながっています。 

 

◆市立図書館と各施設との連携 

市立図書館では、保育園・幼稚園、小学校からの施設見学や図書の貸出利用が

増加しています。中学校、高校からは、職場体験やインターンシップで図書館を

希望する生徒も増えており、図書館の利用機会を増やすきっかけづくりとなって

います。 

また、小学校、中学校、コミュニティーセンターへの図書館おはなしボランテ

ィアの派遣を実施し、連携した読書推進事業となっています。 

 

  ◆ボランティアの協力 

市立図書館、学校、児童館、そのほかの子育て支援施設などで実施しているお

はなし会の開催数が増えています。それらのおはなし会は、多くのボランティア

の協力により事業が実施されています。また、小学校ではＰＴＡによる読み聞か

せや、読書活動の推進に関わる個人や団体のボランティアも増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

○ 子どもの読書活動について、推進事業の実施などの情報を子どもに 

関わるすべての大人が知る事ができるような仕組みづくりが必要 

です。 

○ 子どもの読書活動の重要性について、市民全体で連携・協力していけ

るように情報発信していく必要があります。 

○ 子どもの読書活動に関わる協力者が増えるように、ボランティア 

の育成等を継続していく必要があります。 
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（２）子どもが読書に親しむ機会の提供と環境の整備・充実について 

 

 

 

 

◆ブックスタート事業  

赤ちゃんの最初の読書機会を提供する事業としてブックスタート事業を実施

しています。ブックスタートとは、保護者に絵本の大切さをお話しするとともに、

子どもたちに初めて出会う絵本を手渡す世界的な取り組みで、本市では、７か月

児健診時に実施しています。保護者に絵本の読み聞かせの大切さをお話するとと

もに、保護者と赤ちゃんに絵本の読み聞かせを実演し、絵本を１冊プレゼントし

ています。その機会に、部署を越えた様々な関連事業の周知等も行っており、子

どもの読書活動の継続した広がりを見せています。 

 

◆小学校１年生への利用カード配布事業 

 市立図書館利用のきっかけ作りとして、小学１年生の希望者に利用カードを配

布する事業を実施しています。利用カード作成の意向調査やその後の利用カード

と市立図書館利用案内を配布することなど、小学１年生を通して、その家族への

市立図書館利用の促進事業となっています。 

 

◆市立図書館での読書活動推進事業の開催 

市立図書館では、本館・分館ともに定期的なおはなし会や季節のおはなし会、

英語のおはなし会などを開催しています。また、市立図書館を利用するきっかけ

づくりの事業としての「小学生のための図書館講座」など、様々な新規の読書推

進事業にも取り組み、子どもの利用の増加につなげています。 

市立図書館の本館・分館でテーマを決めて実施している「おすすめ本」の企画

展示にも、児童図書を取り上げています。「青春の煌（きら）めき文庫」（※ＹＡ

コーナー)は、図書館本館・分館で見やすい場所に設置し、中学生・高校生の利

用促進に努めています。 

  ※ＹＡ（ワイエー）とは、ヤングアダルトの略で中・高生ぐらいの年代を示す言葉。ＹＡ

コーナーは読書離れが進むといわれるその年代向けの蔵書をまとめたコーナー。 

 

 

 

 

機会の提供 
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◆子どもの読書奨励に関わるコンクール等の実施 

本市では、市立図書館と学校が連携して感想文や感想画の募集を読書奨励事業

として実施しており、中央コンクールで入賞する作品も出ています。また、手作

り絵本・紙芝居コンクールも２０年を超えて継続して実施しており、自主的な創

作活動を続け毎年のように応募している子どももおります。 

５０年以上続いている上野甚作賞短歌募集については、近年、小・中・高校生

の応募が増加しており、継続した読書活動につながる事業として実施しています。 

さらに、本市では、すぐれた文芸活動を行っている児童・生徒に対し「高山樗

牛奨励賞」を授与することで、その活動を継続していくことを奨励しており、そ

れぞれの事業が読書や創作活動へとつながる事業となっています。 

 

◆読書のきっかけづくりの取り組み 

子どもが読書に親しむきっかけづくりとして、保育園・幼稚園、小学校だけで

なく、児童館や子育てサークルなど様々なところで新たにおはなし会が開催され

ているとともに、その実施回数も増えてきています。また、小学校・中学校では、

朝読書の時間を設けており、その取り組みの中で小学校では保護者のボランティ

アによる読み聞かせも実施されています。 

また、各学校図書館では読書週間の期間はもちろんのこと、通常的に子どもた

ちの読書活動推進のための事業が実施されています。 

 

 

 

 

◆子どもに関わる各施設での図書コーナーの充実 

児童館等の子育て支援施設では、児童図書のコーナーを充実が図られており、

図書 の貸出も実施しております。 

小学校・中学校の学校図書館の図書整備については、いずれも基準を超えた蔵

書冊数となっており、充実に努めています。 

市立図書館では、児童書の蔵書数を増やし、その充実に努めるとともに、学校

をはじめ各施設に団体貸出を行い、施設の図書の充実に寄与しています。 

新たに整備された羽黒分館については、児童室を独立することで、子どもとそ

の保護者が利用しやすい施設となり、他の地域からの利用も増えてきています。 

 

 

 

環境の整備・充実 
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◆子どもの読書活動に関わる人の育成 

各施設で行っているおはなし会は、その施設の職員とともにたくさんのボラ 

ンティアによって実施されています。また、それらのボランティアの方々のスキ

ルアップのために、講座や研修会を開催しています。 

さらに、１２学級以上の学校に司書教諭を、小学校・中学校には図書主任及び

学校図書館担当の職員を配置しています。ほかにも、市立図書館に学校図書館支

援員を配置し、各学校の要請に応じて派遣して支援を行っています。 

小学校図書主任会、学校図書館職員研修会等の学校図書館に携わる職員の研修

については、各校が体制を整え参加支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

○ 各施設の児童図書の整備については、豊富な蔵書冊数とともに、内 

容についても充実したものとなるように、継続的に整備していく必 

要があります。 

○ 子どもの読書活動推進に関わる各施設については、安全安心な施設  

の維持管理と読書環境の整備を継続的に行っていく必要があります。 

○ 子どもの読書活動推進については、保護者はもちろんのこと関連施 

設の職員が関わるだけでなく、ボランティアの協力が大切であり継 

続的な人材育成が必要です。 
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（３）子どもの読書活動に対する普及・啓発について 

 

 

 

◆子どもの読書活動推進に関する事業 

市立図書館だけでなく、保育園・幼稚園、学校、そのほかたくさんの子育て支

援施設では、子どもの読書に関わる講座や研修会等を開催しており、子どもの読

書活動を広く大人に知っていただく機会となっているとともに、おはなしボラン

ティアの育成への取り組みにもなっています。 

また、子どもたちに初めて出会う絵本を手渡す取り組みであるブックスタート

事業では、絵本を手渡すだけでなく、保護者に絵本の大切さをお話しするととも

に、保護者と子どもの関わりに絵本の果たす役割を伝えていく啓発事業となって

います。 

 

◆子どもの読書活動推進に関する情報発信 

子どもの読書に関わる市内各施設では、施設の広報やおたよりで、読書活動推

進事業の情報発信を積極的に実施しています。 

また、市立図書館では、図書館ボランティア団体と連携して子どもの読書活動

に関する事業の告知やおすすめの本を紹介する児童室情報紙「シャワー」を毎

月発行しています。さらにホームページにおいても、「子ども読書活動推進計画」

を掲載するとともに推進事業等の情報を発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及・啓発 

【課題】 

○ 「子ども読書活動推進計画」を行政や関係施設、団体だけでなく、 

市民全体が取り組む計画となるような啓蒙・普及活動が必要です。 

○ 「※家読（うちどく）」をはじめ、子どもの一番身近な保護者、家 

族と子どもの読書活動に対する意識高揚につながるような取り組 

みが必要です。 

※「家読」（うちどく）とは、「家庭読書」の略語で「家族ふれあい読書」 

を意味し、家族みんなで読書を通して家族のコミュニケーションを深め 

ることを目的にした読書運動 

○ 現在は子どもに関わっていなくとも、これから子育て（孫育て） 

が始まろうとしている大人への情報発信が必要です。 
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１ 計画の趣旨 

 

読書は、人の心を豊かに育み、生きていく上での良き友であり、また助言者で

あり、教師ともなります。そんな読書を生涯にわたる人生のパートナーとするに

は、子ども時代の豊富な読書体験が大切であると考えます。読書は、学びであり、

楽しみであり、知的好奇心を満たすものです。子ども時代に宝物となるような本

との出会いがあれば、様々な要因で読書と離れる時期があったとしても、旧知の

友と会いたくなるように、また読書を始める時が来るのです。 

本市は長い歴史の中で多くの文学者や絵本作家、評論家等を輩出しています。

そのことは、江戸時代に藩校致道館で教育が行われていた頃から、学問に対する

思いの深い土地柄であったことも大きな要素であるのではないかと思います。そ

の学問に対する思いの歴史と伝統を守るためにも、生涯にわたって読書に親しむ

ことを継承していくことが大切です。 

また、第２次鶴岡市総合計画の第３章「学びと交流」の「地域における人づく

り」の推進の中では、「市民の読書活動の奨励・推進」として、生涯にわたる読

書活動を奨励し、推進することを明文化しており、特に、子どもたちがより心豊

かに生きていくために大切な、子ども時代の読書活動の充実に努めることを明示

しております。 

このたびの「第２次鶴岡市子ども読書活動推進計画」では、第１次計画の取り

組みの成果や課題を整理するとともに、子どもの成長に合わせた読書のあり方を

検討し、それぞれの年代にあった具体的な取り組みを取り上げ、子どもたちが読

書に親しみ、読書を通して心豊かで健やかに成長することを目的としました。 

また同時に、総合計画で掲げた「市民の読書活動の奨励・推進」のため、子ど

もから大人まで、様々な立場で多くの市民がこの計画に関わり、鶴岡らしい読書

活動を推進していけるような計画を目指しました。 

第２章   計画の方針 
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２ 計画の期間及び対象  

 

計画の期間は、令和２年度から令和６年度までの５か年とします。 

対象は、０歳から１８歳までの子どもとします。ただし、子ども読書活動を推

進していくための具体的な取り組みについては、大人を含む全ての市民を対象と

したものとします。 

 

 

 

３ 計画の策定体制 

 

推進計画の策定にあたっては、図書館運営・読書活動に関わる有識者等で構

成する「鶴岡市子ども読書活動推進委員会（以下「推進委員会」）」及び市の関

係課職員で構成する「鶴岡市子ども読書推進計画策定庁内会議」を設置し、市

立図書館が事務局となって策定しました。 

さらに、関係機関・施設からの意見聴収やパブリックコメントの実施等、市

民の意見の反映に努め、市民全体の計画となるように策定しました。 

 

 

 

４ 目指す子どもの読書活動の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書のおもしろさ、大切さを知り、 

自ら本と触れ合う子ども 
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５ 計画の基本的方針  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが日々の生活の中で、すぐに手に取れるところに本のある暮

らしを目指します。家庭、保育園・幼稚園、学校、子どもたちが普段いる

ところに魅力ある本を。 

また、児童館や学童保育所などの子育て支援施設、公共図書館など、子

どもの立ち寄る施設が、本のある快適な場所となるように。 

（１）子どもの近くに本がある暮らし 

 

 

 

子どもたちが日々の生活の中で、すぐ近くに子どもに本を渡せる大人が

いる暮らしを目指します。子どもに本の話をしてくれる人、子どもが本の

話をできる人、一緒に読書を楽しめる人と出会えるように。 

 

 

 

子どもたちが日々の生活を送る近くに、子どもの読書活動が推進される

ことを願う人がいる暮らしを目指します。子どもが読書をすることの素晴

らしさを知り、市民一人一人が、子どもが読書する姿を見守る人となれる

ように。 

 

（３）子どもの近くに読書活動を見守る人がいる暮らし 

 

（２）子どもの近くに本の渡し手がいる暮らし 
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６ 計画の数値目標  

 

目標項目 平成２５年度 平成３０年度 令和６年度 
 

① 児童図書の蔵書冊数 

[市立図書館] 

(15歳以下１人あたり) 
 

４.３ 冊 ６.４ 冊 ８ 冊以上 

 

② 児童図書の貸出 

年間冊数 

[市立図書館] 

(15歳以下 1人あたり) 
 

９.１ 冊 １０.３ 冊 １４ 冊以上 

 

③ 学校への団体貸出 

年間冊数 

[市立図書館] 

（１学級あたり） 
 

 ９.８ 冊 １１.６ 冊 １５ 冊以上 

 

④ 保育園・幼稚園への 

団体貸出年間冊数 

[市立図書館] 

(入園者１人あたり) 
 

 

１.１ 冊 ２.５ 冊 ４ 冊以上 

 

⑤ ブックスタート事業に

よる効果: 

「ブックスタートで絵本を

もらったことが、読み聞かせ

をするきっかけになった」 

 

 

５９ ％ 

 

 

７０ ％ 

 

⑥ 子どもの不読率 

（１か月に一冊も本を 

読まない） 

 

 

※ 

小学生   ２％以下 

中学生  ８％以下 

高校生 ２６％以下 

※小学生：２年生と５年生の平均、中学生：中学２年生、高校生：高校２年 

 

 

 

 

 

 

国の第４次計画の 

目標数値を本市でも

目指します。 

 

 
注③ ：鶴岡市立小学校・中学校への１学級あたりの市立図書館団体貸出の冊数 

注⑤ ：社会教育課調査アンケート 

問「ブックスタートに関してどのように感じましたか」に対して 

「ブックスタートで絵本をもらったことが、赤ちゃんへの読み聞かせをするきっかけに 

なった」、「あてはまる」、「ややあてはまる」と回答した割合 
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１.   プレママ・パパ（生まれる前から）  

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめての子どもが生まれるということは、たくさんの期待と未知なこ

とへの不安があります。様々なことを学び、準備をしているであろう「も

うすぐママとパパ」に、子育てに大切なものとしての絵本、そして親子の

きずなを深める時間としての読書を伝え、読書の最初の一歩を推進します。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの読書への最初の取り組みは、これから子どもを育てていく 

「もうすぐママとパパ」への取り組みです。子どもと本との出会いの最

初は、生まれた時から一緒にいるママやパパとの読書体験であるという

ことを伝えます。 

 

第３章 子どもの読書活動推進のための取り組み 

【現状と課題】 

現状では、初めて子どもに本を手渡すお母さん、お父さん、祖父母の

皆さんへの働きかけが行われてきませんでした。 

第２次計画では、子どもの誕生を待つ人たちへの取り組みを実施して

いく必要があります。 

 

 

 

【具体的な取り組み】 

No.１：プレママ・パパへの読書活動の啓発 
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生まれて間もなくから、赤ちゃんは周囲の音に反応します。 

そのうちに、ママやパパの声には、そのほかの音とは違った反 

応をするようになります。 

また、人の顔をじっと見るようになり、はっきりとした絵、 

特に人の顔の絵に反応するようになります。 

絵本を読むのは、身近な大好きな人の声であることが大切で

す。様々なものや音、言葉やわらべ歌などと同じように、絵本

からもたくさんの言葉を吸収していることを、子どもに関わる

大人に伝えていきます。 

 

 

身近な人の言葉を理解するようになります。自分も一緒に声 

を出してお話しします。絵本のページをめくるのも大好きです。 

絵本を選ぶこともできるようになります。好きな絵本もでき 

るかもしれません。 

読んで欲しい絵本を、読んで欲しいときに読んであげること 

が大切だということを、子どもに関わる大人に伝えていきま

す。 

２.  ０・１・２歳児の頃 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頃は、子どもにとって初めての絵本との出会いがあり、本との

暮らしの始まる大切な時期です。 

また、この時期の読書は大人が関わらなければならず、絵本との出

会いだけでなく、保護者や保育者と子どもとのきずなを強め、温かな

心の交流のできる時間です。 

 

 

０歳 

の頃 

 

 

 

１歳 

の頃 
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言葉の意味を理解することができるようになり、ストーリー 

性のあるお話も楽しめるようになります。ストーリーを覚えて、 

自分でページをめくり、一人で絵本を見ている姿も見られるよ 

うになるかもしれません。 

絵本の中のたくさんの言葉、日常ではあまり使わない言葉も、 

どんどん覚えて、会話の中に言葉があふれてきます。 

言葉の面白さ、ストーリー展開の楽しさが感じられる絵本を 

楽しめる時期になっていることを、子どもに関わる大人に伝え 

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳 

の頃 

 

【具体的な取り組み】 

No.２：子育て支援施設での絵本コーナーの配置・充実 

No.３：ブックスタート事業の実施 

No.４：乳幼児健診会場への絵本コーナーの配置・充実 

No.５：絵本の読み聞かせの実施 

No.６：市立図書館でのおはなし会の実施 

No.７：乳幼児サークル等への支援 

No.８：「赤ちゃんと楽しみたい絵本リスト」 

（０・１・２歳向）の作成・配布 

 

 

【現状と課題】 

ブックスタート事業では、絵本の大切さをお話しし、絵本のプレゼ

ントと「赤ちゃんと楽しみたい絵本リスト」の配布等を通して、読書

活動の推進に努めてきました。また、乳幼児のためのおはなし会の開

催や、保育園をはじめ子どもに関わる多くの施設で絵本コーナーを設

置して、子どもの身近なところに絵本のある環境を整備しています。 

一方、子どもと過ごす時間に電子メディアを利用する大人も増えて

きており、今後一層、子どもに関わる大人が読書の楽しさと大切さを

理解するための取り組みが必要です。 
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３.   ３・４・５歳児の頃 

  

 

 

 

 

 

 

３・４・５歳の頃は、子どもたちが全てのことの土台作りをする時期

です。日常の生活習慣や身体を作る上で大切な食習慣、運動など、たく

さんのことを知り、その知識を吸収し育てる方法を身に付け、心を育て

る年代でもあります。 

本を読むということは、たくさんの言葉と出会うこと、たくさんの知

識と出会うことです。実際には体験できないことも本の世界で体験する

ことで、想像力と創造力を育むことができるのです。その本との出会い

のために、大人が積極的に支援していくことが大切です。 

また、保護者や保育者に、文字が読めるということと、読書を充分に

楽しめるということの違いを理解してもらうとともに、愛情を充分に受

けて子どもが自信や自己肯定感を育てていくものの中に、本を読んでも

らった暖かな時間が果たす役割が大きいことを伝えていく必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頃は、絵本の黄金時代です。読書（お話）が好きになるための

大切な時期です。大人がしっかり関わって、子どもの読書活動を支援

し、読書が生涯の友となる土台作りをします。 

日々身近に本のある暮らし、好きな絵本を充分に楽しむ時間など、

日常的な読書体験が大切です。 

 

 

 

写 真 

イラスト挿入 
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【現状と課題】 

この年齢の子どもたちに関わる多くの子育て支援施設等の大人が、

読書の大切さを理解し、様々な読書活動を実施しており、絵本に触れ

る時間が充実していることがうかがえます。 

家族ぐるみで、読書に親しんでいる人も増えています。３歳児の

保護者へのアンケートでも、読書について気を配っていると回答し

た家庭がほとんどです。 

一方、幼児期から様々な習い事などに取り組む子どもも増えてお

り、本と触れ合う時間が減ってきていることも感じられます。保護

者のアンケートでも、時間がない、忙しいという理由で子どもの読

書活動へ関われないという結果も出ています。 

この時期は子どもだけで読書をすることが難しいため、大人の手

助けが必要です。そのため、より一層大人の理解が得られるような

取り組みが必要となります。 

 

 

【具体的な取り組み】 

No.９：保育園・幼稚園での絵本コーナーの配置・充実 

No.10：乳幼児健診会場への絵本コーナーの配置・充実 

No.11：絵本の読み聞かせの実施 

No.12：おはなし会の実施 

No.13：保護者への読書活動の啓発 
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好きな本を充分に楽しむ時期です。絵本から児童書への移行

の時期でもあります。自分で読んで楽しめるようになるまで、大

人の手助けが大切です。 

大人の手助けが必要かを見極めながら、自由に読書を楽しめ

るような働きかけが大切です。 

 

 

絵のない本への移行の時期です。文字から映像や音を想像す

ることができるようになりますが、まだまだ大人の手助けが必

要です。知りたいことを本で調べる方法を知る時期でもありま

す。 

個人差があることを理解し、急ぐ必要はなく、ひとつの到  

達点に決める必要もありません。一人ひとりが、それぞれの段

階を充分楽しんでから、次の段階へ進めるように支援をするこ

とが大切です。 

 

 

 

４.   小学生の頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頃は、読書（お話）を充分に楽しむとともに、様々な分野の本と

出合いながら、自主的に読書ができようになる時期です。それができ

るようになるまで、大人が充分に支援していくことが大切です。 

そして、この頃から読書が好きではない子どももいるようになりま

す。この時期に読書が好きと感じているかが、生涯にわたって読書を

継続するかどうかの分岐点です。子どもが読書を好きになる気持ちを

支えるための、大人の支援が大切です。 

 

低学年 

中学年 
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乱読の時期です。ストーリーを想像しながら読み、好きな分野

は大人の本でも楽しめる時期でもあります。 

一方、行動範囲も広がり、やりたいことも増えて、読書の時間

や場所の確保が難しくなる時期でもあります。電子メディアと出

会う時期でもあり、大人が読書の魅力を伝えなければ、読書から

離れてしまう時期でもあります。大人が見守り、読書から離れな

いような支援をすることが大切です。 

身近な人が本の渡し手となることや、本の話ができる大人との

ふれあい、読書時間の確保、本のある場所へ行く手助けなどが、

たくさんの本とめぐり会う機会の創出となり、大人が支援できる

ことがたくさんあることを大人に知ってもらうことも大切です。 

また、電子メディアとの共存方法の指導など大人の支援が必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

高学年 

【現状と課題】 

小学校２年生、５年生に行ったアンケートの結果、この５年間で

「本を読むのが好き」と答えた児童が増えています。また、「家族

から本を読んでもらった経験がありますか」という問いにも、よく

読んでもらったと答えた児童が増えています。学校図書館の利用は

継続的に盛んであり、市立図書館の児童図書の貸出も増加しており

ます。 

一方、「家で１か月間にどれくらい読みますか」という問いに、

全く読まないと答えた児童も増えています。その理由として、「学

校で読んでしまう」と答えた児童もいますが、様々な理由で「読む

時間がない」と答えた児童もいます。 

全国的にも見られるこの二極化の状況から、読書離れを減少でき

るように、読書の楽しさ、大切さを知る機会の創出に取り組む必要

があります。 
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【具体的な取り組み】 

No.14：小学校の読書環境の充実 

No.15：小学校での読書活動推進事業の実施 

No.16：学校図書館を活用した授業の実施 

No.17：論語抄「親子で楽しむ庄内論語」の配布・活用 

No.18：読書感想文、読書感想画コンクールの実施 

No.19：小学生のための図書館講座の開催 

No.20：市立図書館での施設見学の受け入れ 

No.21：おはなし会事業の実施 

No.22：郷土出身絵本作家とのワークショップの開催 

No.23：学校図書館利用オリエンテーションの実施 

No.24：学校図書館便り等による読書推進情報の発信 

No.25：おすすめの本リスト等の発行・配布 

No.26：市立図書館利用促進事業の実施 

No.27：学校図書館関係職員の情報共有及び研修会の実施 

No.51：各種読書活動コンクール及び奨励・表彰の実施 

    ・高山樗牛奨励賞 

    ・上野甚作短歌募集 

    ・手づくり絵本、紙芝居コンクール 

 

 

 

 

写 真 

イラスト挿入 
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５.   中学生の頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書をする動機づけが難しくなる時期です。「しなければならないこと」

や「したいこと」の中に読書を入れるのが難しくなります。長時間の読書時

間が取れないとしても、読書という選択肢を持ち続けるために、また、読書

に戻る時期が来るように、大人の理解と支援が必要です。 

読書推進という観点だけでなく、日常生活と電子メディアとの共存方法に

ついては、大人が強い意識を持って指導、支援する必要があります。知識

や情報を得る方法の全てが電子メディアになることの危険性を伝えていく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頃は、心身ともに急激に成長し、一段と多忙になり、生活環境

が激変する時です。小学生の頃は読書時間が多かったとしても、成長に

よる嗜好の変化や、電子メディアへの依存傾向の加速など、様々な要因

で読書時間が削られ、読書離れが加速する時期でもあります。 

また、児童図書から興味の広がりによって一般図書へと移行する時

期でもありますが、その移行がうまくいかない場合もあります。 

大人からの働きかけとともに、生徒同士の読書に関する情報交換に

よる興味喚起が大切です。 

 

 

 

 

写 真 

イラスト挿入 
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【現状と課題】 

中学２年生を対象にしたアンケートの結果、この５年間で「本を読む

のが好き」と答えた生徒が増えています。「どちらかといえば好き」と

答えた生徒を合わせて、70％以上の生徒が好きと答えています。「家で

ほとんど毎日読む」と答えた子も、わずかですが増えています。 

一方、「全く読まない」と回答した生徒も増えており、その理由の中

には、「時間がない」という回答とともに「電子メディアの利用による」

と答えた生徒も１割以上います。読書時間が全くないという状況になら

ないために、本に触れる機会の創出が必要です。 

 

【具体的な取り組み】 

No.28：中学校の読書環境の充実 

No.29：「青春の煌めき文庫」（ＹＡコーナー）の充実 

No.30：市立図書館での職場体験・インターンシップの受け入れ 

No.31：学校での読書活動推進事業の実施 

No.32：学校図書館を活用した授業の実施 

No.33：論語抄「親子で楽しむ庄内論語」の配布 

No.34：学校図書館利用オリエンテーションの実施 

No.35：学校図書館便り等による読書推進情報の発信 

No.36：おすすめの本等の紹介 

No.37：市立図書館利用案内の配布 

No.38：学校図書館関係職員の情報共有及び研修会の実施 

No.51：各種読書活動コンクール及び奨励・表彰の実施 

    ・高山樗牛奨励賞 

    ・上野甚作短歌募集 

    ・手づくり絵本、紙芝居コンクール 
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６.   高校生の頃  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書とのつながりが切れてしまわないように、高校生が求めているもの

の中に、読書が役に立てる、また、関われるものを提示していくことが大

切です。目標達成のための様々な手段の中で、本を活用するという選択肢

があることを大人が伝えていくことも大切であり、本を差し出すことがで

きる大人の存在が大切です。 

また、大人からよりも、友達や同年代との情報共有がより有効です。お

互いに読書への関心を刺激し合うための取り組みが必要です。自分の読ん

だ本のことをほかの人に伝えること、また、自分で作品を作り上げること

などへと進んでいき、読書をきっかけに、様々なことを他者に発信するこ

とができる大人になっていけるように、読書とその後の取り組みの機会の

創出等が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頃は、嗜好も一段と多様になり、全力で打ち込むもの、目指すも

のもそれぞれです。将来の目標を決める時期でもあり、その準備期間で

もあります。読書については、成熟期に入り、共感的読書・個性的読書

の時期です。興味関心だけでなく、調査研究や目標達成のための手段と

して本を活用するという選択肢もあることを、伝えていくことが大切で

す。 

その情報伝達については、大人が伝えることも大切ですが、友達や同

年代の人とのつながりから行われることが有効です。 

 

 

写 真 

イラスト挿入 
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【現状と課題】 

高校２年生を対象にしたアンケートの結果、「本が好き」、「どちらかと

いうと本が好き」と答えた生徒が合わせて 71％いる一方、学校で全く本

を読まない生徒が 49％、家で全く本を読まない生徒が 42％となっていま

す。 

その理由としては、「テレビやゲームをするため」と答えた生徒と「イ

ンターネットやアプリを使用するため」と答えた生徒がほぼ同数になっ

ています。 

電子書籍の普及等で、読書に対する考え方にも変化がありますが、読

書する時間が全くない状況を少しでも緩和するために、読書の有益性を

伝えていくことと読書へのきっかけづくりの取り組みが必要です。 

 

   

 

 

 

 

【具体的な取り組み】 

No.29：「青春の煌めき文庫」（ＹＡコーナー）の充実 

No.30：市立図書館での職場体験・インターンシップの受け入れ 

No.31：学校での読書活動推進事業の実施 

No.34：学校図書館利用オリエンテーションの実施 

No.35：学校図書館便り等による読書推進情報の発信 

No.36：おすすめの本等の紹介 

No.51：各種読書活動コンクール及び奨励・表彰の実施 

    ・高山樗牛奨励賞 

    ・上野甚作短歌募集 

    ・手づくり絵本、紙芝居コンクール 
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７.   大人になっても 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書の形態は様々でも、読書を楽しみ、それを伝える大人の存在が、子

どもの読書活動の推進への大きな力となります。 

大人の読書については、多くは自主的に行うもので、自分自身の興味、

関心、もしくは実用のためのものですが、その推進のためには、公共図書

館等で行う読書環境の整備、市民のニーズに応えた資料の充実などの支援

が有効です。 

また、文学講座を始めとする読書に関わる講座の開催、朗読会や読書会

の開催などは、読書を楽しむきっかけ作りとなります。このような読書奨

励の事業を官民が協働で実施することで、市民が本に触れる機会を増やし、

大人の読書活動支援につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

近年の一般成人の読書傾向を正確に知るということは難しい状況で

すが、２０１８年の学生生活実態調査（全国大学生活協同組合連合会 実

施）では、大学生の半数が読書をしないと回答しています。 

インターネットや電子書籍等の発達により、本だけでなく雑誌や新聞

を読む機会も日常的に減ってきており、生まれた時から身近に電子メデ

ィアのあった世代が成人している現代、読書の定義も問われています。

情報の伝達手段として、詳細な映像が適していることも事実であり、そ

の発達が加速しています。しかしながら、脳科学の観点から見て読書が

大人にとっても、子どもにとっても、脳のトレーニングに効果的である

ことがわかってきています。 

また、この計画を推進していくためにも、大人が読書をする姿を見せ

ることが、子どもの読書意欲に大きく影響することを知り、多くの市民

が、子どもの読書活動の推進に関わっていくことが大切です。 
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【現状と課題】 

大人のための読書奨励については、市立図書館として図書館資料の充

実に努め、おすすめ本の企画展示や各種の講座・講演会の実施等、様々

な取り組みをしております。さらに、本市は市域が広いため、市立図書

館の本館・分館が一体となった運営を行うとともに、自動車文庫（移動

図書館）の運行や団体貸出等を実施し、遠隔地の利便性の向上に努めて

います。 

本市ゆかりの作家の顕彰なども様々な形で実施されており、作家を知

り、作品を知ることが、市民の読書奨励に繋がっています。 

民間の読書活動については、読書に関わる講演会、朗読会、読書会の

開催など多くの読書奨励事業を各団体が盛んに実施しています。また、

市内には、多くの施設に図書コーナーが設置されており、民間施設も含

めて、まちじゅうに小さな図書館が点在しており、これらの施設を紹介

するパンフレットも作成され、市民に紹介されております。 

大人が生涯にわたって読書する姿を見せることが、子どもの読書活動

推進のために大切なことであるとともに、「読書」は市民の知的文化活動

の源泉であることから、なお一層、読書奨励事業を推進していくことが

必要です。 

【具体的な取り組み】 

◎おとなのため◎ 

No.39：子どもの読書活動を推進するための講座の開催 

No.40：読書教育関連研修及び講演会の開催 

No.41：子ども読書活動推進計画パンフレットの作成・配布 

No.42：市立図書館ホームページによる情報発信 

No.43：市立図書館（本館）「読書活動告知板」による情報提供 

No.44：市民のための読書推進事業の実施 
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【具体的な取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取り組み】 

◎子どもとおとなのため◎ 

No.45：市立図書館の図書資料の充実 

No.46：市立図書館おすすめ絵本コーナーの設置 

No.47：子どもに関わる施設への市立図書館からの団体貸出の 

実施 

No.48：自動車文庫（移動図書館）による巡回貸出 

No.49：郷土出身作家の絵本原画展の開催 

No.50：市立図書館・郷土資料館での参考相談（レファレンス）

の実施 

No.51：各種読書活動コンクール及び奨励・表彰の実施 

    ・高山樗牛賞、奨励賞 

    ・上野甚作短歌募集 

    ・手づくり絵本、紙芝居コンクール 

No.52：「子ども読書の日」・「文字・活字文化の日」の啓発事業 

の実施 

No.53：市立図書館の企画展示の実施 

No.54：市立図書館児童室情報紙「シャワー」の発行・配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真挿入 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

生

ま

れ

る

前 

1 プレママ・パパへの

読書活動の啓発 
子育ての始まる前のもうすぐママ、

パパになる人たちへ読書活動の啓発

をする。 

・乳幼児向けおはなし会の周知 

・図書館利用案内の配布 

健康課 

市立図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

・ 

１ 

・ 

２ 

 

歳 

2 子育て支援施設で

の絵本コーナーの

配置・充実 

乳幼児対象施設での絵本コーナーの

配置、及び充実を図る。 

【対象施設】 

・子ども家庭支援センター 

・くしびき子育て支援センター 

・羽黒子育て支援センター     

・藤島子育て支援センター 

・まんまルーム 

・中央児童館  ・西部児童館   

・南部児童館  ・暘光児童館   

・大山児童館  ・藤島児童館 

 

子育て支援 

センター 

児童館 

子育て推進課 

3 ブックスタート事

業の実施 

(７か月児健診時） 

 

絵本を通しての親子のふれあいや読

書の大切さを保護者に説明するとと

もに、絵本の読み聞かせを実施し、

絵本１冊、おすすめ本リスト等を贈

呈する。 

 

社会教育課 

健康課 

市立図書館 

4 乳幼児健診会場へ

の絵本コーナーの

配置・充実 

市立図書館の団体貸出を利用して、

健診会場内に絵本コーナーを設置

し、待ち時間に自由に、親子で絵本

に親しんでもらう機会を提供する。 

【対象健診】 

・1 歳 6 か月児健診 

 

健康課 

市立図書館 

子ども読書活動を推進する取り組み一覧 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

０ 

・ 

１ 

・ 

２ 

 

歳 

5 絵本の読み聞かせ

の実施 
絵本の読み聞かせを実施する。 

・家庭（家族）による読み聞かせ 

・保育園、こども園での読み聞かせ 

・子育て支援施設での読み聞かせ 

 

 

家庭 

保育園 

こども園 

子育て支援 

施設 

6 市立図書館でのお

はなし会の実施 
乳幼児の親子に向けた絵本のすすめ

のおはなしをするとともに、おはな

し会を実施する。  

・第２日曜日、第４水曜日 

午前１１時～（月２回）開催 

 

 

市立図書館 

7 乳幼児サークル等

への支援 
乳幼児サークル等へ絵本の読み聞か

せ等の啓発をする。 

 

 

子育て推進課 

市立図書館 

8 「赤ちゃんと楽し

みたい絵本リスト」 

（０・１・２歳向）

の作成・配布 

 

 

おはなしボランティアの協力により

おすすめの絵本リストを作成し、配

布する。 

市立図書館 

 

 

３ 

・ 

４ 

・ 

５ 

 

歳 

9 保育園・幼稚園での

絵本コーナーの配

置・充実 

保育園・幼稚園に図書コーナーを設

置し、図書資料の充実を図り、家庭

への貸出を実施する。 

  

 

保育園 

幼稚園 

子育て推進課 

 

10 乳幼児健診会場へ

の絵本コーナーの

配置・充実 

市立図書館の団体貸出を利用して、 

健診会場内に絵本コーナーを設置し

待ち時間に、自由に親子で絵本に親

しんでもらう機会を提供する。 

【対象健診】 

・３歳児健診 

 

健康課 

市立図書館 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

・ 

４ 

・ 

５ 

 

歳 

11 絵本の読み聞かせ

の実施 
絵本の読み聞かせを実施する。 

・家庭（家族）による読み聞かせ 

・保育園、幼稚園、こども園での 

読み聞かせ 

・子育て支援施設での読み聞かせ 

 

家庭 

保育園 

幼稚園 

こども園 

子育て支援 

  センター 

児童館 

 

12 おはなし会の実施 子どもに関わる施設、保育園、幼稚

園、市立図書館で、子どもたちが絵

本やおはなしと触れ合う機会とし

て、おはなし会を充実させる。 

【対象施設】  

・子育て支援センター  

・児童館     

・保育園、幼稚園、こども園 

・市立図書館(本館・分館) 

◇季節のおはなし会    

◇館内おはなし会（定期）    

◇えいごのおはなし会    

◇おやこ読書会  

                                  

子育て支援 

センター 

児童館 

保育園 

幼稚園 

こども園 

市立図書館 

13 保護者への読書活

動の啓発 
子どもに関わる施設、保育園、幼稚

園発行のおたより等による読書推進

情報を発信する。 

また、親子行事、保護者参観等で読

書活動推進に関する研修会等を開催

する。 

 

子育て支援 

センター 

保育園 

幼稚園 

市立図書館 

 

 

小

学

生 

14 小学校の読書環境

の充実 
学校図書館の図書資料の充実を図

る。 

【目標】 

資料整備率として学校図書館蔵書達

成率を、全学校１００％以上とする。 

 

 

小学校 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 

 

学 

 

生 

15 小学校での読書活

動推進事業の実施 
各校において、図書館運営年間計画

のもと、読書推進活動の充実を図る。

【取り組み例】  

・朝読書 ・読書週間事業  

・読書郵便    

・読書マラソン（読書のたび） 

・読書記録（カード）  

・おはなし会   

・親子読書  ・読書貯金    

・読書ビンゴ   

・図書館クイズ  

・先生のおすすめの本の紹介  

・しおりコンクール  

・辞書引き大会 

 

小学校 

16 学校図書館を活用

した授業の実施 
学校図書館の機能を計画的に利活用

し、「主体的・対話的で深い学び(ア

クティブ・ラーニング)」の視点から

の授業を実施する。 

   

小学校 

学校教育課 

17 論語抄「親子で楽し

む庄内論語」の配

布・活用 

鶴岡らしい教育を伝える資料とし

て、論語抄「親子で楽しむ庄内論語」

を全児童に配布するとともに、学校

図書館に配置し授業等で活用する。 

 

小学校 

学校教育課 

18 読書感想文コンク

ール、読書感想画コ

ンクールの実施 

子ども達の読書活動の発表の機会と

して、読書週間記念読書感想文、感

想画コンクールを開催し、表彰、展 

示会を行う。 

小学校 

市立図書館 

19 小学生のための図

書館講座の開催 
子どもたちが本を手に取るきっかけ

作りとして、子どもたちが興味の持

てるテーマを設定した「小学生のた

めの図書館講座」を開催する。 

市立図書館 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 

 

学 

 

生 

20 市立図書館での施

設見学の受け入れ 
小学校の希望により、自分たちの住

んでいる町の公共図書館について学

習するとともに、読み聞かせや本の

貸出サービスが体験できる施設見学

を受け入れる。 

また、親子行事等による親子での図

書館体験を受け入れる。 

 

市立図書館 

21 おはなし会事業の

実施 
子どもたちが、絵本やおはなしと触

れ合う機会としておはなし会を充実

させる。 

・保護者、ボランティア団体、先生

によるおはなし会    

・市立図書館主催のおはなし会   

◇季節のおはなし会   

◇館内おはなし会（定期）   

◇えいごのおはなし会   

◇おはなしボランティア派遣 

◇おやこ読書会 

 

                                     

小学校 

市立図書館 

22 郷土出身絵本作家

とのワークショッ

プの開催 

絵本をより身近に感じてもらうきっ

かけづくりとして、郷土出身の絵本

作家と一緒にワークショップを実施

する。 

 

市立図書館 

23 学校図書館利用オ

リエンテーション

の実施 

 

小学校による学校図書館利用オリエ

ンテーションを実施する。 

 

 

小学校 

24 学校図書館便り等

による読書推進情

報の発信 

 

 

各校発行のおたより等により読書推

進情報を発信する。 

 

 

小学校 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

小 

 

学 

 

生 

25 おすすめの本リス

ト等の作成・配布 
子どもの年代に合わせた本のリス

トを作成し、配布する。 

 また、読書週間事業等でのおす

すめの本の紹介をする。 

 ・必読図書、推薦図書リスト 

 ・先生、学校司書、図書委員会

等によるおすすめの本 

小学校 

26 市立図書館利用促

進事業の実施 
市立図書館利用促進のため事業を

実施する。 

・利用案内の配布 

◇小学生（夏の図書館利用） 

◇新１年生保護者向け 

◇教員向け 

・小学１年生への利用カード配布 

市立図書館 

27 学校図書館関係職

員の情報共有及び

研修会の実施 

学校図書館関係職員の情報共有と

資質向上のための研修を実施する。 

・学校図書職員新任者研修    

・学校図書職員研修    

・小学校図書主任会 

小学校 

管理課 

学校教育課

市立図書館 

 

 

 

中 

学 

生 

・ 

高

校

生 

28 中学校の読書環境

の充実 
学校図書館の図書資料の充実を図

る。 

【目標】 

資料整備率として学校図書館蔵書

達成率を、全学校 100％以上とす

る。 

中学校 

29 「青春の煌めき文

庫」（ＹＡコーナー） 

の充実 

市立図書館におけるＹＡコーナー

「青春の煌めき文庫」の充実を図

る。 

・高等学校図書司書のおすすめの 

 本の展示 

・全国高等学校ビブリオバトル参 

加作品等の紹介 

・職業、就職関係図書資料の充実 

 

市立図書館 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 

学 

生 

・ 

高

校

生 

30 市立図書館での職

場体験・インターン

シップの受け入れ 

図書館司書の仕事を体験し、職

業・仕事に関して学びを深めると

ともに、読書活動推進事業に触れ

る機会を提供し、読書推進の一助

とするため、中学生・高校生の職

場体験、インターンシップを受け

入れる。 

中学校 

高等学校 

市立図書館 

31 学校での読書活動

推進事業の実施 
各校において、図書館運営年間計

画のもと、読書推進活動の充実を

図る。 

【取り組み例】 

・朝読書    

・読書週間事業  

中学校 

高等学校 

32 学校図書館を活用

した授業の実施 

(中学校） 

学校図書館の機能を計画的に利活

用し、「主体的・対話的で深い学び

(アクティブ・ラーニング)」の視点

からの授業を実施する。 

   

中学校 

学校教育課 

33 論語抄「親子で楽し

む庄内論語」の配布

(中学校） 

鶴岡らしい教育を伝える資料とし

て、論語抄「親子で楽しむ庄内論

語」を市内中学校に、資料として

整備する。 

 

中学校 

学校教育課 

34 学校図書館利用オ

リエンテーション

の実施 

 

中学校、高等学校による学校図書

館利用オリエンテーションを実施

する。 

中学校 

高等学校 

35 学校図書館便り等

による読書推進情

報の発信 

各校発行のおたより等により読書

推進情報を発信する。 

中学校 

高等学校 

36 おすすめの本等の

紹介 
読書週間事業等でのおすすめの本

の紹介をする。 

・先生、学校司書、図書委員会等

によるおすすめの本 

中学校 

高等学校 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

中 

学 

生 

・ 

高

校

生 

37 市立図書館利用案

内の配布（中学校） 
市立図書館利用案内（教員向け）を

作成し、配布する。 

市立図書館 

38 学校図書館関係職

員の情報共有及び

研修会の実施 

(中学校) 

学校図書館関係職員の情報共有と資

質向上のための研修を実施する。 

・学校図書職員新任者研修 

・学校図書職員研修 

 

中学校 

管理課 

市立図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 

 

と 

 

な 

39 子どもの読書活動

を推進するための

講座の開催 

子どもの読書活動を推進するため

に、大人ができることを研修する講

座を開催する。 

 

 

市立図書館 

40 読書教育関連研修

及び講演会の開催 
家庭教育支援事業等により、家庭で

の読み聞かせ、読書活動推進となる

講演会、研修会を開催する。 

 

社会教育課 

41 子ども読書活動推

進計画パンフレッ

トの作成・配布 

 

子ども読書活動推進計画のわかりや

すいパンフレットを作成し、配布す

る。読書の意義や大切さ、また楽し

さについて周知、啓発する。 

 

市立図書館 

42 市立図書館ホーム

ページによる情報

発信 

市立図書館ホームページにて、読書

活動推進事業等の情報を発信する。 

【掲載内容】 

・「鶴岡市子ども読書活動推進計画及 

び概要版」 

・児童室情報紙「シャワー」 

・おすすめの本リスト 

・おはなし会他子ども向け事業 

・大人のための読書活動推進事業 

 

 

市立図書課 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 

 

と 

 

な 

43 市立図書館（本館）

「読書活動告知板」

による読書活動情

報提供 

読書活動団体による各種活動に関す

る情報を、市立図書館（本館）「読書

活動告知板」（掲示スペース）で共有

する。また、市立図書館ホームペー

ジで発信する。 

 

 

 

 

市立図書館 

44 市民のための読書

活動推進事業の実

施 

市民の読書活動を推進するための事

業等、広く読書活動のきっかけづく

りとなる事業を実施する。 

【事業内容】  

・朗読会  

・読書会  

・絵本の勉強会  

・読書活動関連講演会  

・読書活動関連ワークショップ  

・懇話会 

・山形小説家、ライター講座鶴岡出

張講座 

・郷土資料館 企画展示   

・古文書解読講座  

・歴史講演会          

・郷土史講座 

 

 

 

おはなしボラ

ンティア団体 

読書活動推進

市民団体 

藤沢周平記

念館 

致道ライブ

ラリー 

市立図書館

郷土資料館 

子

ど

も 

・ 

お

と

な 

45 市立図書館の図書

資料の充実 
市立図書館における児童図書、一般

図書の充実を図る。 

 

 

 

 

市立図書館 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子

ど

も 

・ 

お

と

な 

46 市立図書館おすす

め絵本コーナーの

設置 

市立図書館（本館・分館）にて、子

どもにおすすめの絵本コーナーを設

置する。 

・２歳以下の乳児におすすめの絵本 

・子どもにおすすめの絵本 

・読み聞かせ用おすすめの絵本 

 

 

市立図書館 

47 子どもに関わる施

設への市立図書館

からの団体貸出の

実施 

市立図書館における団体貸出を実施

し、各施設の児童図書の充実を図る。 

・学級文庫 

・学習の参考資料 

・小学校国語科教科書掲載図書 

リスト 

・おすすめ絵本セット 

・一人ひとりのニーズに応じた 

特別支援に有効な資料リスト 

市立図書館 

48 自動車文庫（移動図

書館）による巡回貸

出 

自動車文庫を定期運行（５５ヶ所、

毎月１回）し、図書貸出サービスの

充実を図る。 

【運行場所】 

 保育園、幼稚園、小学校、公民館、 

 集会所等 

 

 

 

市立図書館 

49 郷土出身作家の絵

本原画展の開催 
印刷されたものではない絵本の原画

に触れ、絵本に一層親しむ機会にす

るために、郷土出身の絵本作家の原

画展を開催する。 

 

 

市立図書館 
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年代 No. 取り組み 内   容 
取り組む 

ところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子

ど

も 

・ 

お

と

な 

50 市立図書館・郷土資

料館での参考相談

（レファレンス）の

実施 

調べ学習、自由研究、また郷土に関

する資料の案内、参考相談、求める

テーマに沿った図書資料を提供す

る。 

 

市立図書館 

郷土資料館 

51 各種読書活動コン

クール及び奨励・表

彰の実施 

市民の読書活動の発表の機会として、

様々な分野のコンクールを開催し、 

展示会等を行う。また、市民の読書活

動を奨励し、表彰する。 

・高山樗牛賞、奨励賞 

・上野甚作短歌募集 

・手づくり絵本、紙芝居コンクール 

           

市立図書館 

社会教育課 

52 「子ども読書の日」

（４月２３日）・ 

「文字・活字文化の

日」（１０月２７日）

の啓発事業の実施 

「子ども読書の日」及び「文字・活

字文化の日」に合わせた啓発事業を

実施する。 

ポスター啓発及び、読書活動推進を

テーマとした展示等を実施する。 

 

市立図書館 

53 市立図書館の企画

展示の実施 
市民の読書活動の啓発として、市立

図書館（本館・分館）で企画展示を

実施する。 

 

市立図書館 

54 市立図書館 児童室

情報紙「シャワー」

の発行・配布 

市立図書館、おはなしボランティア

「おはなしポケット」と連携して児

童室情報紙「シャワー」を毎月発行

し、配布する。 

【掲載内容】 

・おはなし会等、読書活動推進事業 

情報 

・「こども室の本棚から」 

（おすすめの児童書） 

・てあそび、わらべうた など 

 

市立図書館 
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１. 関係機関・施設の連携と情報共有 

   

子どもの読書活動に関わる保育園・幼稚園、児童館、子育て支援施設、小学

校、中学校、高等学校、図書館、その他の様々なコミュニティー団体が、読書

について意識し、子どもの読書活動の推進のためにお互いに連携協力し、情報

を提供し、共有し合うことにより、子どもたちの読書活動の一層の推進を図り

ます。 

 

 

２. 広報啓発 

   

子ども時代の読書活動が、生涯の読書活動を推進するために重要であること

を、市民一人ひとりが知り、子どもの読書に関わる人が一人でも多くなり、子

どもの読書活動が推進されていくように、市の広報やホームページ、その他あ

らゆる機会をとらえて広報啓発に努めます。 

 

 

３. 推進体制の整備 

   

子ども読書活動を推進していくために、関係各課からなる庁内会議を設ける

とともに、子ども読書活動推進委員会を継続して開催します。推進委員会では、

関係機関・団体からの情報を共有するとともに、その計画と取り組みの進捗状

況を確認し、一層の推進のための取り組みの見直しを随時行うなど、効果的な

推進を目指していきます。 

 

 

第４章 計画推進のために 
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子ども読書アンケート結果による分析（平成３０年実施） 

 

１．子どもの読書に対する意識、読書活動について 

読書が、「好きか、好きでないか」という問いに対しては、どの学年も若干ではあり

ますが、読書が好きな子どもたちが増えています。 

加えて、今回新設問として「学校での読書」に関する調査もしたところ、学校での

読書について「まったく読まない」と答えた子どもは、小学２、５年生が１％、中学

２年生が８％、高校２年生は、４９％となっています。 

国の調査による不読率（平成２９年度）は、小学生が５.６％、中学生が１５.０％、

高校生が５０.４％となっており、国の第４次推進計画にて令和４年度までの目標数値

（小学生２％、中学生８％、高校生２６％以下）と比較しても、本市の子どもたちの

読書活動は、低いものではないことがわかります。 

 

 ２．家庭での読書活動について 

「家族から本を読んでもらったことがあるか」、「家での読書について」の調査結果

は、両設問とも「毎日読む」、「まったく読まない」双方増えており、家庭での読書活

動に対する子どもたちの傾向は、二極化していることがわかります。 

それと同様に保護者のアンケート調査からも、子どもに対して「読み聞かせをして

いるか（していたか）」の設問を見ると、「よくする（した）」、「まったくしない（しな

かった）」双方増えており、保護者の読書支援も同様な傾向が見られます。読書を好き

な子どもたちは、減少してはいないものの、全国的にみられている二極化が「家庭で

の読書に対する意識」にも表われています。 

 

３．情報通信手段の普及、多様化について 

子どもたちが本を読まない理由について、今回「インターネット、アプリ」に関す

る項目を追加したところ、年齢が高くなるにつれて、不読理由の大きな一つとなって

いることがわかります。 

スマートフォン保有率は、２０１０年９.７％が２０１３年には６２.６％と急激に

増加し、２０１７年にはパソコン、固定電話の保有率を越えています。（総務省平成２

９年度、３０年度情報通信白書より）近年の情報通信手段の普及や多様化は、子ども

の読書環境にも大きな影響を与えている可能性があると考えられます。 
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○子どもの読書活動の推進に関する法律 

          〔平成十三年十二月十二日法律第百五十四号〕 

 （目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共

団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定める

ことにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子ど

もの健やかな成長に資することを目的とする。 

 （基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を

学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に

付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機

会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環

境の整備が推進されなければならない。 

 （国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推

進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 （地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 （事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動

が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

 （保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的

な役割を果たすものとする。 

 （関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、

学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努める

ものとする。 

 （子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）

を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告する

とともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 
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 （都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県におけ

る子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進

に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定する

よう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されてい

るときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とする

とともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村におけ

る子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計

画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計

画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更

について準用する。 

 （子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積

極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけれ

ばならない。 

 （財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な

財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

  

  附 則 

  

この法律は、公布の日から施行する。 
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鶴岡市子ども読書活動推進委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 鶴岡市子ども読書活動推進計画を策定し、及び推進するために、鶴岡市子ど

も読書活動推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次の事項について検討する。 

(１) 鶴岡市子ども読書活動推進計画の策定に関すること。 

(２) 鶴岡市子ども読書活動推進計画の推進に関すること。 

（委嘱） 

第３条 委員会は、委員１０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。 

(１) 識見を有する者 

(２) 関係機関・団体の代表又は構成員 

(３) 公募による者 

３ 前項第３号に掲げる委員は、２名以内とする。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前

任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 委員会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると
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ころによる。 

４ 委員会は、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。 

（幹事） 

第７条 委員会の事務を処理するため幹事を置く。 

２ 幹事は、教育委員会事務局職員のうちから教育長が任命する。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、教育長が別に定

める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２６年５月２６日から施行する。 

 （任期の特例） 

２ この要綱の施行の日以後最初に第３条第２項の規定により委嘱される委員の任

期は、第４条の規定にかかわらず、委嘱された日から平成２８年３月 

３１日までとする。 
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鶴岡市子ども読書活動推進委員会委員名簿 

平成 30年 8月 1日～令和２年 7月 31日 

    

Ｎｏ 氏   名 性別 所 属 ・ 役 職 等 

1 樋渡 美智子 女 鶴岡市立図書館協議会委員長 

2 井上 裕子 女 
おはなしポケット会長 

（図書館協議会委員） 

3 三浦 洋介 男 
羽陽学園短期大学付属大宝幼稚園長 

（図書館協議会委員） 

4 中村 ちか子 女 
鶴岡市立黄金小学校長 

（図書館協議会委員） 

5 五十嵐 良二 男 鶴岡市立鶴岡第四中学校長   

6 遠田 達浩 男 山形県立鶴岡中央高等学校長 

7 菅原 美穂 女 鶴岡市ＰＴＡ連合会母親委員長 

8 本間 俊美 女 元山形県家庭教育アドバイザー 

9 三浦 宗平 男 公募委員  
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